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糖尿病ラットにおける酸化的ストレスの充進
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【目的】 ラジカル反応は糖尿病の病因及び合併症の発症、進展に重要な影響を与えると

考えられている。また、糖尿病における臓器中のビタミンE量の変化には相反する結果の

報告がある。本研究は、ストレプトソトシン(STZ) 投与の糖尿病ラット における酸化的ス

トレスの体系的評価を行った。

【方法】ラット(6ii 齢♂) にSTZ(40 mg/kg) を腹腔内投与し、糖尿病にした。投与4 、

8週後、ラジカル反応の指標としての脂質ヒドロペルオキシド(ROOH)[1] とビタミン

C[2] 、ビタミンE量を測定した。

【結果と考察】ラジカル反応の指標としてのR00H 量は4 週の肝、腎臓、8 週の肝、腎、心

臓、筋肉において対照群より有意に上昇した。抗酸化系のビタミンC量は4 週の血漿、肺、

肝、腎、心臓、8 週の血漿、脳、肺、肝、腎、心臓において糖尿病群で有意に減少した。

これらの結果は、上記の臓器で、ラジカル反応による酸化的ストレスが充進していること

を示している。一方、ビタミンE量は4 週の血漿、脳、肝、腎、心臓、筋肉、8 週の血漿、

肝、心臓、筋肉で対照群より有意に上昇した。これは糖尿病に伴う高脂血症により、糖尿

病初期に動員されたものと考えられ、また、ビタミンE量は糖尿病の進行段階において異

なった挙動をする事が判明した。
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［目的］ソラマメから抽出した水溶性タンパク成分（WSP）はラジカル消去活性を持つ。我々

は、このWSP を老齢線維芽細胞に投与し、細胞老化の特徴の一つである増殖の低下を抑制

しうるか否かを検討してきた。その結果、32% の細胞増殖が観察された。一方、カテプシ

ンＢは、ガ ン細胞の増殖時に活性化されるという報告がある。「増殖」という観点から見

れば、正常細胞においても同様の現象であると考え、WSP 投与による、老齢細胞における

カテプ シンＢ活性を測定した。更に、細胞内の酸化重合物とされるリポフスチン量も併せ

て測定したので報告する。

［方法］老齢ヒト線維芽細胞は、東京都老人研から人手したTIG-1 を用い、HEM､lO%FBS、

28mM HEPES, Fungizoneを含む培地により、5%CO2 、37 °cの条件で培養した。 1. 25μg/nil

WSP の濃度を培地に投与し、PDL50（最大寿命の59% 到達）､75（ 最大寿命のss% 到達）につ

いて測定した。カテプシンB 活性は、Barrett の方法、リポフスチンは、Koster とSleeの

方法により測定した。

［結果］1. 25μg/ml ISP 投与によるカテプシンＢ活性への影響は、PDL50 の場合が75% 活

性の上昇が見られ、PDL75 の場合はコントロールと同等であった。リポフスチンはPDL50

の場合23%､PDL75 の場合57% の減少となった。
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